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見直しては　移住体験住宅

体
験
住
宅
の
利
用
実
績
は

Q
（
浜
口
）
空
き
家
を

１
軒
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度

の
移
住
・
定
住
体
験
で
利
用

し
た
人
数
は
。

A
（
ま
ち
づ
く
り
観
光

課
長
）
対
象
が
３
日

以
上
の
宿
泊
で
あ
り
、
把
握

し
て
い
る
の
は
２
０
０
人
く

ら
い
だ
。

主
な
質
疑

事　務　報　告（抜粋）

　平成28年度は、個人所得の減収などにより、個人町民税
や地方交付税が減となったことから、財源不足の解消には
至らず、基金から繰入れを行うとともに有利な地方債の発
行によって対処しました。
　また町の将来を見据えて必要な事業を実施するため、交
付税措置のある地方債の活用を図るとともに、国・県等か
らの支援を最大限に活用するなど、厳しいながらも健全な
財政運営に努めました。
　環境・文化活動や、地場産業の育成・開発など多角的経
済基盤の確立を図るとともに、海の駅「なおしま」を拠点
とした観光・商業のさらなる振興に結びつけ、将来にわたっ
て継続的な交流人口増加の鍵となる瀬戸内国際芸術祭2016
の開催など、第４次直島町総合計画を着実に実行するため、
各種事業の推進に努力しました。

　平成29年度第５回定例会を９月７日から14日までの８日間の会期で開催しました。
　平成28年度の事務報告や一般会計・特別会計及び簡易水道事業会計の決算について慎重に審議し全員賛
成で認定しました。
　教育委員会委員２人の任命に同意し、一般質問では１人が町政を問いました。
　平成29年度予算補正など報告２件と16議案をいずれも可決し13日に閉会しました。

Q
（
浜
口
）
こ
の
移
住

体
験
住
宅
に
宿
泊
し

て
、
ど
の
よ
う
な
体
験
を
し

て
い
る
か
。

　

ま
た
、
体
験
者
の
方
か
ら

何
か
意
見
は
あ
っ
た
か
。

A
（
ま
ち
づ
く
り
観
光

課
長
）
担
当
者
が
、

い
ろ
い
ろ
相
談
に
の
っ
た

り
、
町
内
を
案
内
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　

意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。

Q
（
浜
口
）
移
住
・
定

住
促
進
の
た
め
に
、

体
験
住
宅
を
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
を
見
直
し
て
は
。

A
（
町
長
）
せ
っ
か
く

設
置
し
た
体
験
住
宅

な
の
で
、
よ
り
効
果
が
上
が

る
よ
う
、今
後
検
討
し
た
い
。

大
腸
ガ
ン
検
診
な
ぜ

Q
（
石
川
）
大
腸
ガ
ン

検
診
は
国
の
事
業
で

５
年
間
実
施
し
、
平
成
27
年

度
で
終
了
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
28
年
度
も
検
診

を
行
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

A
（
住
民
福
祉
課
長
）

町
単
独
の
事
業
で
行 

っ
た
。

つ
り
公
園
の
改
善
策
を

Q
（
丸
山
）
つ
り

公
園
の
入
場
者

が
、
冬
場
は
極
端
に
少

な
い
。
赤
字
経
営
の
た

め
、
経
費
削
減
が
必
要

だ
。
冬
場
は
完
全
に
閉

め
る
の
も
一
つ
の
方
法

と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
来
年

度
か
ら
運
営
方

法
を
変
更
す
る
が
、
ご

意
見
に
つ
い
て
は
検
討

し
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
新
し
い

�

ア
ー
ト
を

Q
（
井
下
）
宮
ノ
浦
に

も
賑
わ
い
が
必
要

だ
。
も
う
ひ
と
つ
新
し
い

ア
ー
ト
施
設
を
造
っ
て
ほ
し

い
が
。

A
（
町
長
）ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
区
も
今
は
閉
館
状

態
で
、
ベ
ネ
ッ
セ
側
に
も
要

望
し
て
い
る
。
こ
れ
以
上
、

直
島
に
は
ア
ー
ト
施
設
は
造

ら
な
い
考
え
の
よ
う
だ
。

（９月定例会）

体験住宅利用システム
見直しては
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平成28年度　一般会計決算（歳出）

39億8203万円
新築された町営京ノ山住宅

平成28年度一般会計歳入歳出構成図

歳 入（収入）
 42億7432万円

歳 出（支出）
 39億8203万円

自主財源
（町で集めた
お金）
22億7268万円
　53.2％

町税
7億9976万円
18.8％

使用料及び手数料
8291万円　1.9％

分担金及び負担金
2681万円　0.6％

諸収入
5億1500万円
12.0％

国庫支出金
1億5213万円　3.6％
国庫支出金
1億5213万円　3.6％

県支出金
6億42万円
14.0％

財産収入・寄付金　1894万円　0.5％

町債　2億5000万円　5.8％

繰入金
4億8769万円
11.4％

繰越金
3億4157万円
8.0％

依存財源
（国・県や借金に
頼ったお金）
20億164万円
46.8％

地方譲与税・地方消費税交付金、
自動車取得税交付金など　8482万円　2.0％

地方交付税
9億1427万円
21.4％

総務費
7億8153万円
19.6％

民生費
5億358万円
12.6％

衛生費
4億6669万円
11.7％

農林水産業費
10億9744万円
27.6％

土木費
3億6622万円
9.2％

教育費
2億9941万円
7.5％

議会費
5335万円
1.3％

商工費
5828万円
1.6％

消防費
1億9886万円
5.0％

公債費　1億5667万円　3.9％

（グラフの数字は万円単位にしていますので合計が一致しないことがあります）

 行政情報通信サービス強化など 　　5991万円
 町営バス運行費  　　4793万円
 介護・訓練等給付費 　　4022万円
 児童手当支給　　 　　3978万円
 本村排水ポンプ更新工事 　　6458万円
 積浦水路改良・水路閉塞工事 　　1558万円
 京ノ山地区治山工事 　  　590万円
 パヴィリオン照明灯カバー設置 　  　124万円
 町営京ノ山住宅新築工事 　　4991万円
 デジタル防災行政無線設備整備 　1億1880万円
 小学校防火区画改修工事 　　3035万円
 中学校体育館屋根等改修など 　　9665万円

総
総
民
民
衛
衛
農
商
土
消
教
教

こんな事業に使いました

県からの
補助金など

国からの
補助金など

行政の格差をなくすため
国が交付するお金

国や銀行
からの借金
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決 算〔主な質疑〕

直島港ターミナルの暑さ対策を
一
般
会
計

（�

）

Q
（
蓬
）
四
国
汽
船
が

寮
を
建
設
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
町
有
地
を
売
却

し
た
が
、
そ
の
後
の
動
向
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
来
年

５
月
に
設
計
を
行

い
、
２
０
１
９
年
２
月
か
ら

建
設
に
着
工
し
、
６
月
に
完

成
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

（�

）

Q
（
丸
山
）
文
書
広
報

費
の
委
託
料
は
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

A
（
総
務
課
長
）
今
ま

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、

３
Ｇ
回
線
を
使
用
し
て
い
た

が
、
繋
が
り
に
く
い
こ
と
か

ら
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線
の
移
行
に

伴
う
も
の
だ
。

（�

）

Q
（
松
島
）
簡
易
水
道

会
計
へ
の
繰
出
金
５

９
１
２
万
円
の
内
容
は
。

A
（
総
務
課
長
）
辺
地

債
や
過
疎
債
の
交
付

税
バ
ッ
ク
部
分
の
繰
出
金
だ
。

（�

）

Q
（
石
川
）直
島
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
、
設
計
の

段
階
か
ら
、
夏
場
は
タ
ー
ミ

ナ
ル
内
が
暑
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
言
っ
た
は
ず
だ
。

　

今
年
の
夏
、
暑
く
て
観
光

客
が
入
れ
ず
、
待
合
所
の
外

で
待
っ
て
い
る
状
況
だ
っ

た
。
何
か
対
策
を
講
じ
な
い

の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

当
時
、
換
気
扇
等
を

設
置
す
る
話
が
あ
っ
た
が
、

雨
じ
ま
い
の
関
係
で
設
置
で

き
な
か
っ
た
。

　

設
計
者
と
相
談
し
、
対
策

を
考
え
た
い
。

（�

）

Q
（
石
川
）
住
宅
管
理

の
各
所
改
良
工
事
費

は
、
入
居
者
が
退
去
後
、
次

の
人
が
入
居
す
る
ま
で
に
、

悪
い
箇
所
を
直
す
が
、
何
戸

分
の
金
額
な
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

11
戸
分
だ
。
特
に
本

村
団
地
は
古
く
修
理
箇
所
が

多
い
の
で
こ
の
金
額
に
な
っ

た
。

（�

）

Q
（
丸
山
）
町
営
住
宅

の
古
い
も
の
は
何
年

ぐ
ら
い
経
つ
の
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

古
い
も
の
は
20
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。

四国汽船に売却した土地

改
良
費
は

�

何
戸
分
か

待
合
所
の

�

暑
さ
対
策
は

文
書
広
報
費
の

�

内
容
は

土
地
売
却
後
の

�

動
向
は

繰
出
金
の
内
容
は

築
後
何
年
か

暑さ対策が必要な直島港ターミナル
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平 成 28 年 度信頼され
愛される診療所に

特
別
会
計

（
診
療
所
事
業
）

Q
（
西
岡
）
工
事
請
負

費
の
各
所
改
良
は
、

何
を
行
っ
た
の
か
。

A
（
事
務
長
）
入
口
の

自
動
ド
ア
の
修
理
と

喫
煙
室
廃
止
に
よ
る
内
装
工

事
だ
。

Q
（
石
川
）
県
派
遣
の

医
師
は
１
～
２
年
で

異
動
す
る
が
、専
門
外
来（
泌

尿
器
科
）
の
先
生
の
意
向
は

聞
い
て
い
る
か
。

A
（
事
務
長
）
泌
尿
器

科
の
ニ
ー
ズ
は
多

討
　
論

特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

賛
成
（
丸
山
）

　

保
険
税
の
滞
納
額
が
１
１

４
０
万
円
出
て
い
る
。
徴
収

率
の
向
上
と
医
療
費
の
適
正

化
を
図
る
よ
う
努
力
を
。

（
診
療
所
事
業
）

賛
成
（
浜
口
）

　

一
般
会
計
か
ら
１
億
１
０

０
０
万
円
の
繰
出
金
が
あ

る
。
患
者
数
も
毎
年
減
っ
て

い
る
。
町
民
が
健
康
で
病
院

に
か
か
ら
な
い
の
な
ら
良
い

が
、
何
か
ほ
か
に
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
安
心
し

て
受
診
で
き
る
診
療
所
に
な

る
よ
う
努
力
を
。

賛
成
（
丸
山
）

　

直
島
は
小
さ
い
島
な
の

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
悪
い
う

わ
さ
が
流
れ
る
と
患
者
が
減

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、

信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
る
診
療
所

に
な
る
よ
う
経
営
努
力
し
て

も
ら
い
た
い
。

（
釣
公
園
事
業
）

賛
成
（
丸
山
）

　

ラ
ン
チ
利
用
者
は
増
え
て

い
る
が
入
園
者
は
２
８
０
人

減
っ
て
い
る
。
施
設
環
境
や

利
便
性
の
向
上
を
図
り
早
急

に
集
客
対
策
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

監

査

報

告

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
、
証
拠
書
類
及
び
関
係
諸
帳
簿
を
基
準
と
し

て
審
査
し
た
結
果
、
会
計
経
理
は
適
正
と
認
め
た
。

〔
主
な
指
摘
事
項
〕

《
一
般
会
計
》

　

税
の
徴
収
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
一
部
で
滞

納
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
完
納
に
向
け
て
一
層
の
努
力
を

願
う
。
ま
た
、
激
変
す
る
経
済
情
勢
な
ど
、
不
透
明
な
中
で

の
財
政
運
営
と
な
る
の
で
、
町
の
将
来
を
見
据
え
、
限
ら
れ

た
財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
望
む
。

《
特
別
会
計
》

（
国
民
健
康
保
険
事
業
）

　

税
の
滞
納
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
保
険
税
徴
収
率
の
向

上
等
に
努
め
、
健
全
運
営
に
一
層
の
努
力
を
望
む
。

（
釣
公
園
事
業
）

　

前
年
度
よ
り
利
用
客
が
減
っ
て
い
る
。
施
設
環
境
や
利
便

性
の
向
上
を
図
り
、
さ
ら
な
る
集
客
対
策
を
し
、
よ
り
一
層

の
健
全
経
営
に
努
め
る
よ
う
望
む
。

（
簡
易
水
道
事
業
）

　

平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
浄
水
場
の
耐
震
化
を
目

的
に
更
新
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
多
額
の
事
業
費
が
か
か

る
が
、住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
、

料
金
の
適
正
化
等
、
抜
本
的
に
見
直
し
、
一
層
の
経
営
健
全

化
を
望
む
。

〝
税
等
の
滞
納
を
な
く
し

　
　
　
　
　
財
源
の
確
保
を
〟

�

監
査
委
員　

大
林　
　

清　

�

　

同　
　

小
野　

孝
一　

つり公園　お刺身定食

く
、
松
木
先
生

は
直
島
に
お
い

て
講
演
活
動
な

ど
積
極
的
に
や

り
た
い
と
の
こ

と
だ
。



議会だより　なおしま No.181議会だより　なおしま No.181 6

濵中町長

見直すべき
意見あり

町長報告

夏まつりの
存続は

◦６月19日　第１回総合教育会議を中学校で開催しま
した。併せて授業を参観し、給食を試食しました。

◦７月１日　出会い隊イベント第26回「島コン2017in
直島」が開催され、３組のベスト１カップルと２組
のベスト３以内カップルが誕生しました。

◦７月19・20日　丸川珠代東京オリンピック・パラリ
ンピック担当大臣他が町内文化施設等の視察に来町
されました。

◦７月29・30日　第36回直島野球交流大会が開催され
ました。

◦８月５・６日　掃海艇「なおしま」が宮浦港に寄港し、
歓迎セレモニー等が行われました。

◦８月７日　台風５号が接近したことに伴い、大雨・
暴風・波浪警報の発令を受けて水防本部を設置し警
戒にあたりました。

◦８月20日　和カフェぐぅオープン11周年記念交流会
が開催されました。

◦８月30日　中学生・高校生海外研修事業帰国報告会
が開催され、研修成果について報告を受けました。
（活性化対策について）
◦７月９日　豊島廃棄物等処理完了式典が開催されま

した。
◦７月11日　香川県の浜田知事が豊島廃棄物等処理事

業完了に伴いお礼のため来庁されました。
◦８月19日　うぃ・らぶ・なおしまによる「なおしま

自然探検隊」が開催され、町内外から47名が参加し、
磯遊びやウミホタルの観察が行われました。

（主なもの）

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を

Q
（
小
野
）
小
グ
ル
ー

プ
で
も
出
会
い
の
場

を
作
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

実
績
は
。

A
（
町
長
）
ま
だ
実
績

は
な
い
。
町
広
報
紙

で
Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
る
。

Q
（
小
野
）
広
報
紙
だ

け
で
な
く
、
他
の
方

法
で
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

A
（
町
長
）
会
員
の
男

性
に
は
、
直
接
通
知

主
な
質
疑

感動した花火（火まつり）

し
て
い
る
が
、
良
い
案

が
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

ど
う
す
る
夏
ま
つ
り

Q
（
西
岡
）
夏
ま

つ
り
を
存
続
す

る
・
し
な
い
の
賛
否
両

論
が
あ
る
が
。

A
（
町
長
）
見
直

す
時
期
と
の
意

見
も
あ
り
、
反
省
会
で

検
討
す
る
。
町
と
し
て

は
「
す
る
・
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

火
ま
つ
り
の
実
績
は

Q
（
松
島
）
火
ま
つ
り

の
寄
附
金
の
件
数
と

金
額
は
。

A
（
町
長
）
寄
附
金
は

２
０
３
万
円
で
、
件

数
は
68
件
ほ
ど
で
あ
る
。

Q
（
井
下
）
見
物
客
数

は
。
ま
た
、
町
民
と

町
外
者
の
割
合
は
。

A
（
町
長
）
人
数
は
約

２
０
０
０
人
と
発
表

し
て
い
る
。
割
合
に
つ
い
て

は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

�

創
生
推
進
会
議
は

Q
（
井
下
）
会
議
が
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、

先
進
地
の
視
察
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
総
合
戦
略

を
策
定
し
て
い
る

が
、
そ
の
評
価
を
検
証
し
、

見
直
す
会
議
で
あ
り
、
視
察

は
考
え
て
い
な
い
。

どうなる夏まつり？



議会だより　なおしま No.1817

原教育長

動向を見て
検討したい

教育長報告

夏休み
短縮の実施は

◦６月16日　婦人会の今後の存続の方向性について協
議しましたが、結論に至らず今後も協議を継続する
こととなりました。

◦６月18日　文化協会芸能大会が開催され、町から14
団体、延べ105人の出演者があり、香川町から９人の
特別出演もありました。

◦６月27日　幼小中合同研修会が開催され、遊びを通
して成長していく子どもたちの姿が印象的でした。
鳴門教育大附属幼稚園の佐々木園長の指導・講話は
非常に有意義でした。

◦７月19日　いじめ問題への強化に向けたヒアリング
のため県教委義務教育課と東部教育事務所から２人
来庁し、早期発見のための工夫等について質疑応答
を行いました。

◦７月21日　婦人会ふれあい交流会が開催され30人が
参加し、外国出身者は６人でした。

◦７月29・30日　野球交流大会が開催され、８チーム
で交流試合を行いました。

◦８月４日　わんぱく寺子屋が開催され、日赤奉仕団
や吉野石膏青年部６人の協力を得て、参加した59人
の小学生は元気に活動しました。

◦８月16日　中学生・高校生海外研修出発式を開催し、
激励の言葉のあと生徒代表が抱負を述べました。

◦８月25日　四国ブロック町村教育長協議会が開催さ
れ、今日的な課題（英語教育・教職員の資質向上等）
について研究協議を行いました。

（主なもの）

夏
休
み
の
短
縮
は

Q
（
小
野
）
夏
休
み
を

短
縮
す
る
記
事
が

あ
っ
た
が
、
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
県
で
も

い
く
つ
か
の
市
町
で

実
施
し
て
い
る
。
動
向
を
見

て
検
討
し
た
い
。

個
別
面
談
を
実
施

Q
（
丸
山
）
い
じ
め
を

早
期
に
発
見
す
る
た

主
な
質
疑

請
で
、
日
赤
奉
仕
団
は
以
前

か
ら
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。吉
野
石
膏
の
青
年
部
は
、

昨
年
秋
に
申
し
出
が
あ
っ 

た
。婦

人
会
の
組
織
強
化
を

Q
（
松
島
）
婦
人
会
は

高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。若
年
層
を
勧
誘
し
て
は
。

A
（
教
育
長
）
こ
れ
ま

で
も
努
力
し
て
き
た

が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
あ
り
、
今
以
上
は

難
し
い
の
が
実
感
だ
。

採
用
の
見
通
し
は

Q
（
蓬
）
幼
児
学
園
の

正
規
教
諭
の
採
用
見

通
し
は
。

A
（
教
育
長
）
小
さ
い

町
な
の
で
計
画
的
に

行
う
の
は
非
常
に
難
し
い
。

欠
員
が
で
き
た
時
点
で
募
集

を
か
け
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

め
、
小
学
校
で
は
個
別
面
談

を
す
る
よ
う
だ
が
、
中
学
校

で
は
何
か
行
っ
て
い
る
の�

か
。A

（
教
育
長
）
中
学
校

で
は
、
以
前
か
ら
試

験
発
表
期
間
を
利
用
し
て

行
っ
て
い
る
。

協
力
の
経
緯
は

Q
（
井
下
）
わ
ん
ぱ
く

寺
子
屋
で
は
い
ろ
い

ろ
な
団
体
の
協
力
を
得
て
い

る
が
、
そ
の
経
緯
は
。

A
（
教
育
長
）
県
の
危

機
管
理
課
は
町
の
要

バケツリレーもしました（わんぱく寺子屋）

授
業
の
内
容
は

Q
（
丸
山
）
来
年
度
か

ら
小
学
校
で
道
徳
の

授
業
が
始
ま
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
を
教
え
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
さ
ま
ざ

ま
な
項
目
に
わ
た
っ

て
、
子
ど
も
が
自
発
的
に
考

え
、
学
ぶ
こ
と
に
な
る
時
間

に
な
る
。
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　８月17・18日の両日、 活性化対策特別及び合同常任委員会を
開催し、各課からの現状・事 業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

石川 委員長

〔
総
務
課
〕

夜
間
に
２
時
間
停
電

○�

６
月
16
日　

宮
ノ
浦
地
区

の
一
部
で
夜
間
に
約
２
時

間
停
電
し
た
。
原
因
は
蛇

が
電
柱
で
感
電
死
し
た
た

め
。夏

季
訓
練
を
実
施

○�
７
月
18
日　

消
防
団
員
78

人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
16

人
が
参
加
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

Q
　

海
の
駅
付
近
で
芸

術
作
品
等
に
落
書
き

さ
れ
て
い
る
が
対
策
は
。

A
　

補
正
予
算
が
承
認

さ
れ
次
第
設
置
す
る
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

建
築
鑑
賞
ツ
ア
ー

○�

７
月
18
日　

直
島
建
築
の

鑑
賞
ツ
ア
ー
を
実
施
。
教

育
施
設
な
ど
公
共
施
設
を

職
員
が
案
内
・
説
明
し
、

町
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
る
。

落書き
� 対策は

宅地造成を計画！

総 務・文 教

活
性
化
対
策
特
別

蓬 委員長

　

７
月
３
日
、

委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

議
題
は
、
執

行
部
よ
り
示
さ

れ
た
人
口
流
出

の
抑
制
や
移

住
・
定
住
の
促

進
を
図
る
た
め

の
、
宅
地
造
成

計
画
に
つ
い
て

で
し
た
。

　

具
体
的
に
は

○�

第
１
候
補
地

と
し
て
積
浦

地
区
に
40
区

画
○�

第
２
候
補
地

と
し
て
内
新

田
地
区
に
38

区
画

○�

第
３
候
補
地

と
し
て
納
言

ふ
る
さ
と
納
税

○�

７
月
末
ま
で
に
１
９
３
件

６
７
６
万
円
の
納
税
が

あ
っ
た
。

〔
教
育
委
員
会
〕

海
岸
等
の
清
掃
を
実
施

○�

７
月
15
日　

子
ど
も
会
の

清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
。

子
ど
も
１
０
４
人
、
育
成

者
57
人
が
参
加
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
寺
子
屋

○�

８
月
４
日　

毎
年
行
っ
て

い
る
事
業
だ
が
、
今
年
は

実
行
委
員
会
を
開
催

○�

８
月
15
日　

来
年
の
成
人

式
実
行
委
員
会
を
開
催
。

成
人
式
は
例
年
１
月
４
日

に
行
っ
て
い
た
が
、
来
年

か
ら
は
三
が
日
を
除
い
た

最
初
の
土
曜
日
に
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。
来
年
は
１

月
６
日
に
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

出
発
式
を
開
催

○
８
月
16
日　

中
学
生
・
高

校
生
海
外
研
修
事
業
の
出
発

式
を
実
施
し
た
。

イギリスに向けて出発します

い
ろ
い
ろ
工

夫
し
て
、
遊

び
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

的
な
も
の
だ

け
で
な
く
、

未
来
に
訪
れ

る
で
あ
ろ
う

南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
に

つ
い
て
も
勉

強
し
た
。

様
地
区
に
31
区
画

　

の
中
、
ど
の
候
補
地
が
最

適
か
、
議
会
と
し
て
の
考
え

を
議
論
し
ま
し
た
。

（
委
員
か
ら
）

•�

広
大
な
宅
地
造
成
し
て
も

全
部
売
れ
る
保
証
は
な
い
。

•�

ど
の
地
区
に
家
を
建
て
た

い
の
か
不
明
確
な
部
分
が

あ
る
。

•�

３
候
補
地
以
外
に
も
適
当

な
空
地
も
あ
り
、
町
有
地

と
し
て
確
保
す
べ
き
。

　

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、
議

会
と
し
て
は
第
１
候
補
地
の

積
浦
地
区
に
、
10
区
画
程
度

の
宅
地
造
成
を
早
く
始
め
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

積
浦
地
区
に

�

11
区
画

　

８
月
17
日
、
町
長
ほ
か
執

行
部
出
席
の
も
と
、
委
員
会

を
開
催
し
、
宅
地
造
成
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

（
執
行
部
か
ら
）

　
「
宅
地
造
成
事
業
を
早
急

に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
計
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　８月17・18日の両日、 活性化対策特別及び合同常任委員会を
開催し、各課からの現状・事 業等の報告を受け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

小野 委員長

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

（
平
成
29
年
４
月
～
７
月
）

○
外
来
患
者　

５
０
８
７
人

○
入
院
患
者　
　

４
５
７
人

○
時
間
外
救
急
患
者

�

１
３
６
人

○
泌
尿
器
科　
　
　

９
９
人

病
院
食
提
供
の
今
後
は

Q
　

病
院
食
の
試
食
会

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

の
は
良
か
っ
た
。
今
は
業
者

に
委
託
し
て
い
る
が
、
今
後

町
内
で
作
っ
て
く
れ
る
方
が

い
た
場
合
ど
う
す
る
の
か
。

A
　

４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
と
り
あ
え
ず
今
の
状
況

で
様
子
を
見
た
い
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○�

６
月
17
日　

直
島
コ
メ
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
７
コ
メ
の
体
験
「
田
植

え
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○�

６
月
25
日　

三
分
一
博
志

氏
設
計
の
直
島
ホ
ー
ル
が

建
築
学
会
賞
と
ウ
ォ
ー
ル

ペ
ー
パ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
公
共
建
築
部
門
最

優
秀
賞
受
賞
を
祝
う
会
が

あ
り
ま
し
た
。

エアコン設置で
� 快適教室

経 済・民 生

残
る
工
事
ど
う
す
る

Q
　

小
・
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
が
夏
休
み
が
終
わ
っ
て

も
少
し
残
る
よ
う
だ
が
、

ど
う
す
る
の
か
。

A
　

８
月
中
に
ほ
と

ん
ど
終
わ
る
。
９

月
に
入
っ
た
ら
、
土
・
日

を
利
用
し
て
完
了
さ
せ

る
。
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
に
は
、
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。

島
廃
棄
物
等
管
理
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○�

７
月
15
日　

ご
み
０ゼ
ロ

ク

リ
ー
ン
デ
ー
町
内
一
斉
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

玉
野
市
よ
り
相
談
を
受
け
る

　

玉
野
市
よ
り
「
海
底
送
水

管
ま
で
の
玉
野
市
側
の
地
中

に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
は
、

設
置
し
て
50
年
が
経
過
し
て

お
り
、
今
後
何
年
か
か
け
て

管
の
更
新
を
し
た
い
。
工
事

は
玉
野
市
で
行
う
が
、
工
事

費
は
直
島
町
で
負
担
を
お
願

い
し
た
い
」と
話
が
あ
っ
た
。 教室にエアコン設置

〔
住
民
福
祉
課
〕

○�

６
月
23
日　

戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
。

○�
８
月
４
日　

夏
季
見
舞
金

を
配
布
。

何
を
検
討
し
た
の

Q
　

夏
季
見
舞
金
の
検

討
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

A
　

要
綱
の
中
に
、
支

給
対
象
者
に
な
る
か

の
情
報
や
近
況
等
を
調
査
し

て
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、そ
の
検
討
を
行
っ
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○�

７
月
９
日　

豊
島
廃
棄
物

等
処
理
完
了
式
典
及
び
豊

画
の
中
に
あ
っ
た
３
案
中
、

第
１
候
補
地
の
積
浦
に
11
区

画
（
１
区
画
70
坪
前
後
）
を

造
成
・
分
譲
す
る
予
定
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は

•�

29
年
度
よ
り
地
権
者
へ
の

事
業
計
画
の
説
明
と
現
地

調
査
の
承
諾
依
頼

•�

29
年
度
か
ら
30
年
度
に
地

形
調
査
・
地
質
調
査
実
施

•�

30
年
度
中
に
造
成
工
事
を

行
い
、
31
年
度
当
初
か
ら

分
譲
を
開
始
し
た
い
」
と

の
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
か
ら
）

○�

造
成
地
に
杭
打
ち
は
す
る

の
か

○�

転
売
防
止
も
考
え
る
必
要

が
あ
る

○�

安
く
売
っ
て
も
、
人
口
増

に
よ
る
交
付
税
措
置
で
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

○�

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
や
島
外
通

勤
者
へ
の
情
報
発
信
も
必

要
だ

○
分
譲
の
条
件
は
明
確
に

　

な
ど
、
多
く
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

積浦宅地造成予定地
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一 般 質 問

内容は質問者の責任において作成しています。
西岡 議員

　

高
齢
者
の
孤
独
死
が
、
全

国
的
に
増
加
し
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
の
人
口
の
４
分
の

１
が
65
歳
以
上
を
占
め
、

１
０
０
人
に
１
人
が
高
齢
者

の
１
人
暮
ら
し
の
た
め
、
年

間
３
万
人
の
方
が
孤
独
死
す

る
悲
し
い
現
実
が
あ
る
。

　

高
齢
化
し
て
い
る
我
が
国

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治

体
で
は
、
見
守
り
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
１
８
０

～
２
０
０
人
の
高
齢
者
が
１

人
暮
ら
し
だ
が
、
何
ら
か
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

他
の
自
治
体
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
る
が
、
自
治
体
だ
け
で

は
対
応
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
、
郵
便
局
・
宅
配
業
者
等

に
協
力
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
電
話
会
社
や
セ
キ
ュ

町長に問う
〔
町
長
〕
見
守
り
体
制
は
充
実
し
て
い
る

高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を

リ
テ
ィ
会
社
と
連
携
し
て
、

体
調
の
悪
い
時
な
ど
、
設
置

し
て
い
る
ボ
タ
ン
を
押
す
だ

け
で
、
管
理
機
関
に
連
絡
が

い
き
、
適
切
な
対
応
を
し
て

く
れ
る
も
の
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
対
岸

の
火
事
で
な
く
、
不
測
の
事

態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
早
期

の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
の

か
。

　

今
以
上
に
隣
近
所
や
郵
便

局
、
他
の
事
業
者
と
の
連
携

を
密
に
し
て
、
安
心
安
全
な

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）本
町
で
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
も
の
に
、

　

①
緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
は
、
近
隣
の
２
～
３
人
の

方
に
協
力
し
て
頂
き
、
緊
急

ボ
タ
ン
を
押
す
と
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
支
援
事
業
。

　

②
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

見
守
り
支
援
事
業
は
、
週
に

１
回
程
度
訪
問
し
て
安
否
確

認
を
行
い
、
他
の
支
援
事
業

が
必
要
か
、把
握
す
る
事
業
。

　

③
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
毎
月
第
２
、
第
３
、
第

４
火
曜
日
に
給
食
を
自
宅
ま

で
配
達
し
、
同
時
に
健
康
状

態
等
を
確
認
す
る
事
業
。

　

ま
た
、
町
と
郵
便
局
、
高

松
北
署
と
で
、
地
域
安
全
協

定
書
を
交
わ
し
て
お
り
、
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の
声

か
け
を
日
頃
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　

新
た
な
事
業
と
し
て
、
町

内
全
戸
に
配
布
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
に
比
べ
る
と

見
守
り
体
制
は
充
実
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

社
会
福
祉
協
議
会

が
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

事
業
を
展
開
し
、
心
強
い
部

分
も
あ
る
が
、
他
の
自
治
体

や
介
護
施
設
、
病
院
等
に
導

入
し
て
い
る
見
守
り
支
援
シ

ス
テ
ム
「
い
ま
イ
ル
モ
」
と

い
う
感
知
セ
ン
サ
ー
で
人
の

動
き
を
感
知
し
、
不
測
の
事

態
に
は
、
管
理
者
が
対
応
す

る
も
の
だ
が
、
本
町
に
採
用

し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
調
べ
て
、

良
い
物
な
ら
検
討
す

る
。

緊急通報装置（あんしんＳ６）

自宅まで配達してくれる給食サービス
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平
成
29
年
度
　
予
算
補
正

一

般

会

計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
９
４
１
万
円
を
追
加
し
、

35
億
３
０
１
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
補
助
金

�

１
３
６
万
円
追
加

◦
県
補
助
金

�

４
３
０
万
円
追
加

◦
指
定
寄
附
金

�

１
２
０
０
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

２
１
７
５
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

�

１
２
０
０
万
円
追
加

◦
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修

�

１
６
０
万
円
追
加

◦�

宅
地
造
成
事
業
に
係
る
測

量
調
査
等

�
８
５
０
万
円
追
加

◦�

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

購
入　

６
０
３
万
円
追
加

購入予定の同型車

人

事

委員さんよろしく
　

教
育
委
員
会
委
員
に
下
津
公
恵
氏
を
再

任
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

33
年
９
月
30
日
ま
で

　

教
育
委
員
会
委
員
に
稲
谷
潤
氏
を
再
任

同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
12
月
５
日
か
ら
平
成

31
年
３
月
31
日
ま
で

下津 公恵 氏稲谷 潤 氏

雨水ポンプ場予定地（宮浦港駐車場付近）

宮
ノ
浦
地
区
の
雨
水
対
策
に
ポ
ン
プ
場

を
整
備
す
る
工
事

◦
契
約
方
法�

指
名
競
争
入
札

◦
契
約
金
額�

２
億
１
３
０
８
万
円

◦
契
約
の
相
手
方�

㈱
鶴
見
製
作
所
四
国
支
店

◦
工　
　

期�

町
指
定
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
22
日

　

７
月
３
日
、
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
議
案
１
件
を
可
決
し

ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

臨
　
時
　
議
　
会
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紅
葉
が
始
ま
り
、
朝
晩

が
ヒ
ン
ヤ
リ
と
秋
の
訪
れ

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

皇
室
の
眞
子
様
の
婚
約

が
決
ま
り
、
嬉
し
い
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
陸
上
界

初
の
９
秒
台
を
出
し
た
桐

生
選
手
に
世
界
一
の
期
待

も
高
ま
り
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
楽
し
み
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
毎
日

の
よ
う
に
北
朝
鮮
の
情
勢

報
道
が
な
さ
れ
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
繰

り
返
し
、
核
兵
器
の
開
発

と
過
激
な
挑
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
日

本
を
含
め
た
近
隣
諸
国
の

今
後
は
、
ど
う
な
る
の
か

不
安
と
怒
り
が
つ
の
る
ば

か
り
で
す
。

　

北
朝
鮮
の
動
向
か
ら
目

が
離
せ
な
い
が
、
平
和
的

な
解
決
を
望
み
た
い
も
の

で
す
。

�

（
西
岡
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
小
林　

眞
一

委
員
長
　
丸
山　

義
朗

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
蓬　
　

清
二

　
〃
　
　
井
下　

良
雄

地元の方に
助けていただきながら

U・Ⅰターン者に聞く第27回

川㟢光絋さん、菜美さん、向晟君

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
直
島

に
来
て
良
か
っ
た
、
ま
た
来

た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

夫
婦
２
人
で
の
マ
ン
パ

ワ
ー
で
は
、
カ
フ
ェ
営
業
が

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
準
備
が
終
わ
り

次
第
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
家
焙
煎
珈
琲
や
、
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
マ
シ
ン
で
抽
出
す

る
珈
琲
メ
ニ
ュ
ー
を
、
是
非

一
度
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ

い
。
３
時
の
お
茶
の
時
間
に

は
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
皆
さ
ん
に
提
供

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

町
役
場
を
通
り

過
ぎ
る
と
、
コ
ー

ヒ
ー
の
い
い
香
り

が
し
て
き
ま
す
。

今
回
は
コ
ー
ヒ
ー

シ
ョ
ッ
プ
『
Ｆ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｉ
Ｌ

Ｅ
』
を
営
む
Ｉ

タ
ー
ン
の
川
㟢
光

絋
さ
ん
、
菜
美
さ

ん
ご
夫
婦
の
ご
登

場
で
す
。

Ｑ　
川
㟢
光
絋
さ

ん
、
菜
美
さ
ん
、

菜　
向
晟
（
こ
う
せ
い
）
と

名
付
け
ま
し
た
。
９
月
16
日

で
０
歳
７
カ
月
で
す
。

Ｑ　
お
店
、
大
変
き
れ
い
で

す
ね
。『
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
ｉ

Ｌ
Ｅ
』
の
名
の
由
来
は
。

光　
直
島
の
名
の
由
来
に
ち

な
ん
で
お
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
（
フ
ラ
ン

コ
）
＝
ス
ペ
イ
ン
語
で
『
素

直
』、
ｉ
Ｌ
Ｅ（
イ
ル
）＝
フ

ラ
ン
ス
語
で『
島
』、
合
わ
せ

て『
フ
ラ
ン
コ
イ
ル
』で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
造
語
で
す
。

Ｑ　
も
う
島
生
活
に
は
慣
れ

ま
し
た
か
。
島
生
活
で
感
じ

る
こ
と
は
。

光　
移
住
当
初
よ
り
、多
く
の

地
元
の
方
に
助
け
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、よ
う
や
く
生
活
の

リ
ズ
ム
が
作
れ
て
き
ま
し
た
。

菜　
初
め
て
の
出
産
、
子
育

て
、
開
業
、
移
住
と
目
ま
ぐ

る
し
い
毎
日
で
す
が
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
多
く
の
皆
様

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
カ
フ
ェ
の
奥
が
住
ま
い

で
す
か
。

光　
奥
は
別
棟
で
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
２
部
屋
営
ん
で
お
り

ま
す
。
住
居
は
カ
フ
ェ
の
２

階
で
す
。

Ｑ　
ま
た
、
瀬
戸
芸
が
開
催

予
定
で
す
が
、
受
入
れ
体
制

等
に
つ
い
て
の
ご
意
見
は
。

菜　
直
島
観
光
専
門
の
各
国

語
対
応
の
観
光
ア
プ
リ
開
発

な
ど
は
い
か
が
で
す
か
。

Ｑ　
最
後
に
、
お
店
の
Ｐ
Ｒ

を
ど
う
ぞ
。

光　
か
つ
て
の
僕
た
ち
が
そ

忙
し
い
と
こ
ろ
少
し
お
時
間

を
く
だ
さ
い
。

　
は
じ
め
に
、
い
つ
頃
直
島

に
来
ら
れ
ま
し
た
か
。

光　
昨
年
の
12
月
に
移
住
が

叶
い
ま
し
た
。

Ｑ　
そ
れ
ま
で
は
ど
ち
ら
に

お
住
ま
い
で
し
た
か
。
き
っ

か
け
は
。

光　
東
京
で
共
働
き
を
し
て

お
り
ま
し
た
。

菜　
き
っ
か
け
は
私
が
学
生

の
頃
に
直
島
を
訪
れ
た
事
が

あ
り
、こ
の
直
島
で
生
活
し
、

子
育
て
が
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ　

お
子
さ
ん
の
お
名
前

は
。
何
歳
で
す
か
。

おいしいコーヒーをどうぞ

エスプレッソマシンで抽出


